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行田羽生資源環境組合訓令第１号 

組合 

公平委員会 

監査委員 

 行田羽生資源環境組合構成市民意見募集手続要綱を次のように定める。 

  令和７年１２月１８日 

行田羽生資源環境組合 

管理者 行 田 邦 子    

   行田羽生資源環境組合構成市民意見募集手続要綱 

 （目的） 

第１条 この訓令は、組合の政策又は施策（以下「政策等」という。）の形成過程

において、その案及びこれに関連する資料等を公表し、構成市民等から意見又は

情報（以下「意見等」という。）を求め、その意見等を検討して意思決定を行う

とともに、意見等に対する組合の考え方を公表する一連の手続（以下「構成市民

意見募集手続」という。）に関し必要な事項を定めることにより、組合の政策等

の形成過程における市民参画を促進し、もって構成市民等と組合の協働による透

明性の高い公正かつ開かれた組合運営に寄与することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この訓令において「実施機関」とは、管理者、公平委員会、監査委員をい

う。 

２ この訓令において「構成市民等」とは、次に掲げるものをいう。 

 ⑴ 行田市内又は羽生市内に住所を有する者 

 ⑵ 行田市内又は羽生市内に事務所又は事業所を有するもの 

 ⑶ 行田市内又は羽生市内の事務所又は事業所に勤務する者 

 ⑷ 行田市内又は羽生市内の学校に在学する者 

 ⑸ 前各号に掲げるもののほか、構成市民意見募集手続に係る事案に利害関係を

有するもの 

 （対象） 

第３条 構成市民意見募集手続の対象となるものは、次に掲げる政策等とする。 
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 ⑴ 組合の全体又は各分野における政策等を定める計画等の策定、変更又は廃止 

 ⑵ その他実施機関が必要と認めるもの 

 （適用除外） 

第４条 次に掲げる政策等については、この訓令の規定を適用しない。ただし、第

１号に該当するものは、政策等の意思決定を行ったときに、当該政策等及びその

理由について、第６条第１項及び第２項の規定により速やかに公表するものとす

る。 

 ⑴ 迅速又は緊急を要するもの 

 ⑵ 軽微なもの又は裁量の余地のないもの 

 ⑶ 法令その他の規定により縦覧及び意見書の提出その他の構成市民意見募集手

続と同様の手続を行うもの 

 （公表時期及び公表資料） 

第５条 実施機関は、構成市民意見募集手続の対象となる政策等の策定をしようと

するときは、当該政策等の策定の意思決定前の適切な時期に、政策等の案を公表

するものとする。 

２ 実施機関は、前項の規定により政策等の案を公表するときは、必要に応じて次

に掲げる資料を公表するものとする。 

 ⑴ 政策等の案の趣旨及び目的並びに政策等の案を作成した背景 

 ⑵ 政策等の案の立案過程における考え方 

 ⑶ 構成市民等が政策等の案を理解するために必要な資料 

３ 実施機関は、第１項の規定により政策等の案を公表するときは、意見等の提出

先、提出方法、提出期間その他必要な事項を公表するものとする。 

 （公表方法及び公表の周知） 

第６条 前条の規定による公表は、次に掲げる方法により行うものとする。 

 ⑴ 組合のホームページへの掲載 

 ⑵ 所管課における閲覧 

 ⑶ その他実施機関が適当と認める方法 

２ 実施機関は、必要に応じて、構成市（行田市及び羽生市をいう。以下この条に

おいて同じ。）の広報紙への掲載の方法を活用し、公表に努めるものとする。 
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３ 実施機関は、第１項に規定する方法で公表を行う場合において、必要に応じて、

次に掲げる事項を構成市の広報紙に掲載し、公表の周知に努めるものとする。 

 ⑴ 公表する政策等の案の名称及び概要 

 ⑵ 公表の時期及び意見募集期間 

 ⑶ 公表方法 

 ⑷ 政策等の案に対する意見等の提出方法 

 ⑸ 所管課 

 （意見等の募集） 

第７条 実施機関は、政策等の案等の公表の日から原則として３０日以上の期間を

設けて、政策等の案についての意見等を募集するものとする。ただし、３０日以

上の期間を設けることができないやむを得ない理由があるときは、３０日未満の

期間を設けることができる。この場合において、当該政策等の案等を公表すると

きに、その理由を明らかにしなければならない。 

２ 前項に規定する意見等の提出方法は、次に掲げるとおりとする。 

 ⑴ 郵送 

 ⑵ ファクシミリ 

 ⑶ 電子メール 

 ⑷ 直接書面を持参 

 ⑸ その他実施機関が認める方法 

３ 意見等を提出しようとする構成市民等のうち、個人にあっては住所、氏名、電

話番号及び構成市民等であることを示す事項を、法人その他の団体にあっては主

たる事務所の所在地、名称、代表者の氏名、電話番号及び構成市民等であること

を示す事項を明らかにしなければならない。 

 （意思決定にあたっての意見等の検討） 

第８条 実施機関は、政策等の形成過程において、前条の規定により提出された意

見等を十分検討して意思決定を行うものとする。 

２ 実施機関は、前項の規定による意思決定を行ったときは、速やかに次に掲げる

事項を公表するものとする。ただし、行田羽生資源環境組合情報公開条例（令和

４年条例第７号）第７条に規定する非公開情報に該当するもの又は公表すること
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により当該意見等を提出した構成市民等の権利その他正当な利益を害するおそれ

があるものについては公表しないものとする。 

 ⑴ 提出された意見等の概要 

 ⑵ 提出された意見等（案を修正しなかった意見等を含む。）に対する実施機関の

考え方 

 ⑶ 政策等の案を修正した場合における当該修正内容 

 ⑷ 意思決定された政策等 

 ⑸ 所管課 

３ 第６条の規定は、前項の規定による公表について準用する。この場合において、

同条第３項の規定により構成市の広報紙に掲載する事項は次に掲げるものとする。 

 ⑴ 意思決定された政策等の名称 

 ⑵ 結果の公表方法 

 ⑶ 所管課 

 （意思決定過程の特例） 

第９条 実施機関は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３

項の規定により設置する附属機関及び実施機関が設置するこれに準ずる機関がこ

の訓令の規定に準じた構成市民意見募集手続を経て策定した報告、答申等に基づ

き政策等の形成過程において意思決定を行うときは、構成市民意見募集手続を行

わずに政策等の形成過程における意思決定を行うことができる。 

 （一覧表の作成等） 

第１０条 管理者は、構成市民意見募集手続を行っている案件の一覧表を作成し、

組合ホームページへ掲載することにより構成市民等に情報提供するものとする。 

 （委任） 

第１１条 この訓令に定めるもののほか、構成市民意見募集手続の実施に関し必要

な事項は、管理者が別に定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この訓令は、公布の日から施行する。 

 （適用除外） 
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２ この訓令の施行の際現に立案の過程にある政策等で、構成市民等の意見等を反

映させる機会を確保させる手続を経たもの又は早急に意思決定を行う必要があ

るものについては、この訓令の規定を適用しない。 


